
世
界
大
会
の
メ
イ
ン
大
会
は
広

島
と
長
崎
を
交
互
に
開
催
さ
れ
、

２
０
２
０
年
年
以
降
、
コ
ロ
ナ
で

開
催
出
来
ず
、
２
０
１
９
年
の
大

会
は
長
崎
で
し
た
か
ら
、
広
島
で

の
大
会
は
２
０
１
８
年
以
来
で
す
。

広
島
の
大
会
で
は
、
８
月
６
日

の
「
広
島
市
原
爆
死
没
者
慰
霊
式
・

平
和
祈
念
式
」
に
毎
回
、
平
和
記

念
公
園
内
の
峠
三
吉
詩
碑
の
近
く

の
モ
ニ
タ
ー
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら

式
典
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

今
年
は
例
年
よ
り
広
い
範
囲
で

平
和
公
園
へ
の
入
場
が
制
限
さ
れ

峠
三
吉
詩
碑
周
辺
も
入
れ
ず
、
モ

ニ
タ
ー
テ
レ
ビ
も
な
く
式
典
御
様

子
は
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

午
前
８
時
１
５
分
の
鐘
の
音
で
、

黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
た
。

午
前
９
時
に
入
場
規
制
が
解
か

れ
、
右
京
原
水
協
事
務
局
長
の
高

橋
真
由
美
さ
ん
と
、
「
峠
三
吉
の

詩
碑
」
、
佐
々
木
貞
子
さ
ん
を
は

じ
め
原
爆
で
亡
く
な
っ
た
多
く
の

子
供
の
霊
を
慰
め
る
、
「
原
爆
の

子
の
像
」
に
折
鶴
を
捧
げ
ま
し
た
。

山田こうじです！
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山田こうじ共産党検索

Ｎ
Ｏ
、
２
７
４

被
爆
７
７
年
目
と
な
る
今

年
の
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

は
、
３
年
ぶ
り
に
広
島
の
現

地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

被
爆
者
の
平
均
年
齢
は
８

４
．
５
３
歳
と
初
め
て
８
４

歳
を
上
回
り
、
生
存
し
て
い

る
被
爆
者
数
は
１
１
万
８
９

３
５
人
と
、
初
め
て
１
２
万

人
を
下
回
り
、
高
齢
化
が
進

み
「
生
き
て
い
る
う
ち
に
核

兵
器
を
な
く
し
て
ほ
し
い
」

と
の
被
爆
者
の
訴
え
を
受
け

止
め
、
被
爆
の
実
相
を
大
き

く
国
内
外
に
発
信
し
、
核
兵

器
全
面
禁
止
・
廃
絶
、
核
兵

器
禁
止
条
約
に
署
名
・
批
准

す
る
日
本
政
府
の
実
現
が
強

く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
代
表
は

「
『
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
核
兵
器

を
捨
て
た
か
ら
攻
撃
さ
れ
た
。
』

と
い
う
主
張
は
違
う
。
核
兵

器
を
保
有
す
れ
ば
核
戦
争
に

巻
き
込
ま
れ
る
危
険
性
が
高

く
な
る
」
と
訴
え
、
Ｎ
Ａ
Ｔ

Ｏ
の
拡
大
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ

の
米
国
の
ミ
サ
イ
ル
防
衛
シ

ス
テ
ム
配
備
を
脅
威
と
感
じ

た
ロ
シ
ア
が
新
た
な
軍
拡
で

の
対
抗
。
そ
れ
に
対
し
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
が
核
不
拡
散
を
見

直
す
と
の
脅
し
が
、
軍
事
的

対
立
を
エ
ス
カ
レ
ー
ト
さ
せ

て
い
る
。
無
責
任
な
政
治
家

や
死
の
商
人
は
、
核
脅
迫
を

使
い
利
益
を
上
て
い
る
と
指

摘
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

「
戦
争
マ
シ
ー
ン
を
止
め
よ
。

今
す
ぐ
行
動
を
起
こ
し
、
大

声
で
真
実
を
語
り
欺
瞞
的
な

敵
の
イ
メ
ー
ジ
に
対
し
て
で

は
な
く
、
核
軍
国
主
義
の
政

治
・
経
済
シ
ス
テ
ム
に
対
し

責
任
を
問
い
、
平
和
的
方
法

で
戦
争
に
抵
抗
し
、
全
て
の

戦
争
を
や
め
さ
せ
平
和
構
築

を
！

」
と
呼
び
か
け
ら
れ
ま

し
た
。

ロ
シ
ア
の
代
表
か
ら
は
、

ザ
ポ
ロ
ジ
エ
原
発
が
事
実
上

の
ロ
シ
ア
軍
の
基
地
と
な
っ

て
誰
も
攻
撃
出
来
な
い
、
原

子
力
の
軍
事
利
用
と
平
和
利

用
の
技
術
に
は
区
別
は
な
く

危
険
だ
と
断
じ
、
「
被
爆
者

と
と
も
に
、
核
兵
器
も
原
発

も
な
い
平
和
で
公
正
な
世
界

を
」
と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
最
初

の
数
週
間
で
、
１
２
０
万
以

上
の
ロ
シ
ア
市
民
が
戦
争
に

反
対
す
る
請
願
書
に
署
名
し

た
が
、
そ
の
後
、
全
て
の
ロ

シ
ア
独
立
系
メ
デ
ィ
ア
が
閉

鎖
・
国
営
テ
レ
ビ
は
戦
争
の

プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
・
戦
争
批

判
を
禁
止
す
る
新
法
制
定
さ

れ
、
違
反
者
は
刑
務
所
へ
・

欧
州
人
権
裁
判
所
の
判
決
は

施
行
さ
れ
ず
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
ブ

ロ
ッ
ク
さ
れ
・
２
０
歳
か
ら

６
０
歳
の
男
性
は
、
学
校
教

員
の
３
倍
の
給
料
で
「
特
別

軍
事
作
戦
」
に
参
加
す
る
契

約
を
結
ぶ
よ
う
勧
誘
・
他
国

の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
協
力
し
て

い
る
非
政
府
組
織
の
代
表
の

市
民
権
は
、
は
く
奪
さ
れ
る

等
、
状
況
は
激
変
し
て
い
る

と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

世
界
大
会
に
参
加
し
て
い

る
私
自
身
も
今
後
ど
う
な
る

か
わ
か
ら
な
い
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
し
た
。

最
後
に
ロ
シ
ア
と
欧
米
諸

国
の
政
治
家
は
、
政
治
的
に

対
立
す
る
国
は
敵
だ
と
。
敵

を
作
る
こ
と
で
、
国
内
で
の

社
会
的
統
合
が
で
き
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
日
本
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
、
ロ
シ
ア
や
他
国
に
住

む
私
た
ち
は
敵
同
士
？
私
た

ち
は
、
皆
、
地
球
と
い
う
惑

星
に
住
む
隣
人
で
す
。

地
球
を
守
る
た
め
、
手
を

取
り
合
っ
て
行
動
し
よ
う
！

と
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

７
歳
の
時
、
広
島
の
国
民

学
校
で
被
ば
く
を
し
た
、
児

玉
三
智
子
さ
ん
は
、
「
も
の

す
ご
い
光
、
あ
っ
と
い
う
間

に
木
造
校
舎
の
天
井
は
落
ち
、

窓
ガ
ラ
ス
が
鋭
利
に
割
れ
、

飛
び
散
っ
た
」
と
被
爆
の
瞬

間
の
恐
怖
と
、
帰
宅
途
中
の

地
獄
の
光
景
を
訴
え
ら
れ
ま

し
た
。

そ
し
て
、
か
ろ
う
じ
て
生

き
残
っ
た
被
爆
者
は
、
原
因

不
明
の
病
で
次
々
亡
く
な
っ

り
、
悩
み
決
断
し
て
生
み
育

て
た
娘
も
が
ん
で
亡
く
し
た

経
験
を
語
ら
れ
、
「
核
兵
器

の
存
在
自
体
が
非
人
道
的
で

す
。
核
抑
止
力
で
は
な
く
相

互
信
頼
に
基
づ
く
安
全
保
障

を
」
と
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し

た
。


